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平成8年 度 教育研究員(特 別活動)共 通研究主題 一一一 「

一人一人 のよさが生 きる集団活動 を通 して
,

児童の 自主的,実 践 的な態度 を育 てる指導の工夫
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望 ま しい集団活動 を通 して,児 童一人一人が 自分のよ さや可能性 を発揮で

きるよ うにす るとともに,友 達 のよさ も認 め合え る場を確保 し,学 級生活 や学校生活を更

に向上 させよ うとす る自主的,実 践 的な態度 を育成す ることが必要であ る。 そ こで本年度

は上記の共通研究主題 を設定 し,児 童 の側 に立っ指導の工夫を探 ることと した。

研究の推進 に当た っては,特 別活動 の活動 内容 に則 して5っ の分科会 を構成 した。各分

科会で は,現 状の特別活 動実践上 の課題 を踏 まえ,具 体的な研 究主題 を設定 した。 さ らに,

日常の実践を重視 し,児 童の姿 を とらえなが ら指導の工夫 にっいて考察 した ものであ る。

〈要 約 〉

特別活動 は,
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1研 究 の ・大 要

共通研究主題

一人一人のよ さが生 きる集団活動を通 して
,

児童の 自主的,実 践 的な態度を育て る指導 の工 夫

携 帯電話 の普及,テ レビゲームの発達 な ど,科 学技術の急速な進 歩に加 え,核 家族化,少 子

化,地 域社会の連帯感の希薄化 などの現 象が更 に進みっっあ る今 日,学 校週5日 制の時代を迎

え,学 校教育の根本的な在 り方が問われ るよ うになって きた。

こうした社会の変化によ り,子 供相互の人間関係が希薄にな った り,体 験を通 した活動が不

足 した りす るな ど,子 供 の生活 のみな らず,も のの見方や考 え方 は大 き く影響を受け るに至 っ

て いる。 い じめ,登 校拒否(不 登校),非 行の低年齢 化な ど,子 供 たちをあ ぐる様 々な問題 を

認識す るとき,学 校は,集 団 での多様な活動を通 して,人 間,自 然,社 会,文 化な どの対象 に

進んでかかわ り,そ こにある課題 などを見 いだ し,そ れ らを解決 した り,実 現 した りす る資質

や能力を重視す ることが大切 である と考え られ る。

特別活動部会 では,望 ま しい集団活動を通 して,児 童一人一人が 自分のよ さや可能性 を存分

に発揮で きるよ うにす る とともに,友 達の よさを認 あ合 える場を確保 し,自 分 たちの学級や,

学校生活 を更 に向上 させ よ うとす る自主的,実 践 的な態度 を育成す ることが急務 の課題であ る

と考え,本 研究主題を設定 した。

以上 の研究主題設定の理 由を基に,本 年度 は下記の ことに重点 を置いて研究す ることと した。
・ 児童が課題意識を もって取 り組 み

,一 人一人が 自分のよ さに気付 き,創 造力を発揮 しなが

ら意欲を もって活動 で きるよ うな場の設定や支援,評 価 の在 り方 を工夫す ること。
・ 望 ま しい集団活動 を通 して

,互 いの よさを認あ合い,高 め合 って い くことがで きる人 間関

係を育成 す ること。

・ 一人一人が個性を生か しなが ら
,役 割を分担 して活動で きる場を確保 し,児 童 の自己実現

への支援 を追求す ること。

・ 意図的,計 画的な指 導の下に,ゆ とりのある活動を精選 す ること。

なお,研 究を進あ るに当た っては,各 分科会が,次 のよ うな研究主題を設定 し,共 通 研究主

題 に迫 ることと した。

・学級活動 ・低学年分科会 「や ってみ ようよ みんな とい っしょに」

子供 と楽 しくっ くる学級活 動

・学級活動 ・中学年分科会 「学級 集団の高ま りを目指 し
,一 人一人が生 きる学級活動 」

一話合 い活動を通 して一

・学級活動 ・高学年分 科会 「一人一人が生 きる楽 しい学級活動 」

一係の活動 を通 して 一

・児童会活動分科会 「児童が主体的に取 り組 む児童会活動」

一課題意識 を高あ
,協 力 し合 う児童会活動 の指導 の工夫 一

・学校行事分科会 「行事精選 の中で
,児 童の心 に残 る学校行事 にす るための

事前 ・事後指導」
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II「 や って み よ うよ み ん な と い っ し ょに」

子 ど も と楽 し くつ く る 学 級 活 動

(学 級活動低学年分科会)

1主 題設定 の理 由

第15期 中央教育審議会答 申の 中に,自 らを律 しっっ,他 人 と協調 し,他 人を思 いやる心

や感動す る心な ど豊か な人 間性の育成が うたわれている。 ここで求め られてい るのは,児 童

自 らを思考 ・行動主体 として育成 し,自 己実現 を図 ること,ま た,よ りよい人間関係 の育成

が主 眼である と考え られ る。

さて,こ こで低学年 とい う発達段階 におけ る児童の実態 に目を向 けると,以 下 のよ うな顕

著な点が挙 げ られ る。

・恣意 的な態度 を押 し通すのみで は周囲 に受け入れ られ ないことが分 か り,自 己主張 と協

調性 とのかかわ りを学 び とろうと してい る。

・集 団遊 びに対す る関心が高 まり,仲 間意識が 芽生え始めて いる。

・身体表現 を好み,活 動的,行 動的であ る。

・興味,関 心が多岐 にわ たり,お う盛な好奇心 を もって いる。

・自己中心的で はあ るが,自 分をみつめた り,友 達 との違い に気付 き始 あた りして いる。

っま り、お う盛 な活動意欲を もちなが ら,集 団形成の基礎作 りをす る段 階である と言え る。

集 団形成 において は,互 いに支え合 う,認 あ合 うとい う支持的な風土作 りが大切 にな って く

る。 そ こで は,低 学年な りに自己を見つあ,他 と協調 し,他 を思 いや る心 情が培われ なけれ

ばな らない。

とか く,入 門期の指導で は,教 師主導 とな りやす く,と もすれば与え られた学級活動 にな

って しま う傾向 もあ る。 そこで,児 童の実態 に見 られ るお う盛な活動意欲 を基礎 と して,教

師 は,児 童 自 らの気付 きを大切 に しなが ら児童 とと もに作 り上げ る学級活動 を展開 し,よ り

よい人間関係の形成を 目指 したい と考 え本主題を設定 した。

2研 究仮説

活動 目標の共有化 を図 り,相 互理解 を深あ,児 童 自らの気付 きを大切 に した指導の工夫

をすれば,所 属感が高 ま り,よ りよい集団が育つであろ う。

3研 究 の視点

1活 動 目標を共有化 させ るための工夫

① 児童 と一緒 にクラスのめあてを作 る。

② 本時の活動 目標を確認 す る。

③ 話 し合いの約 束を児童 と作 る。
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2相 互理解 のたあの工夫

①

②

③

お互 いの良 いところを探 し合 う。

友達 に対 する思 いや りの言葉や行動 をカー ドに して提示す る。

学級活動 の終末 に,振 り返 りの時間を設定す る。

3児 童 自らの気付 きを大切 に した指導 の工夫

①

②

③

自由な活動がで きる時間 と場 を設定す る。

児童のっぶ や きを拾 い上げ,ク ラス全体 に知 らせ る。

所属 意識 を視点 とした活動記録を工夫す る。

4研 究の概要

・目標を共有 して いる。

・や り方が よ く分か っている。

・児童一人一人が自 分の役割 をもって

い る。

・みんながや りたい と思 っている。

・お互いの頑張 りを認め合える。

・仲間意識 をもち,み んな一緒 に

楽 しく活動 しようとす る。

・もっとうま くなろうとい う意欲を

もつ。

*児 童一人一人 にとって,学 級が

"心のよ りど ころ"と な る集団 に

なることが必要で ある。

満足感 ・成就感

を味わう

自分の良さに

気付 く

向上心が

芽生える

G爲 鴇
集団の一員として自分を生かし

友達と仲良 く活動できる子

3.児 童自らの気付きを

大切にした指導の工夫

2.相 互理解のための工夫

1.活 動目標を共有化

させるための工夫

各教 科 ・道徳学 習 特 劉活 動

/
翼(児 童が本来持っている力)

(児童が育とうとする力)

既得経験

織,
・環境作 り

実践力が

高まる

友達を

理解する

＼

活動意欲が
高まる

肥料(教師の支援)
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5研 究内容

〔視点1〕 活動 目標 を共有化 させ るための工夫

・児童 とい っ しょに クラスのめあて を作 る
。

年度当初 「こんな クラスに したいな」 と題材を設定 した り,「 この クラスはどんな ク

ラス?知 らない人 に教えて あげよ う」 と意見を求 めた りして,低 学年 な りの クラスのめ

あてを意識 させ る時間を作 る。 そ して,児 童か ら出て きた言葉をあ あて とす る。

・本 時の活動 目標 を確認す る。

児童が活動す る目標を初め に確認 し合い,児 童 中心 の展開を意識 させ る。

(例)T「 今 日は何 につ いて話 し合 うのかな?」

crOOで す。」

・話合 いの約束を児童 と作 る。

(例1) (例2)5/17ひ とりで もはんたいす るひ とカ・いた らなん とかす る

5/28わ けをかな らずい う

6/13ひ とがい っているときは しずか にさいごまで きく

6/13か な らずて をあげて いう

6/28ま え もって じぶんのいけん をかんがえてお く

7/6や すみ じかんにいけんの グル ープわけを して お く

9/24き ま らない ときはあとまわ し

〔視点2〕 相互理解 のための工夫

・良 いとこさが し

話合 い活動 や実践活動の終 わ りに1時 間を振 り返 り,活 動の良か った点,友 達の頑張

っていた点 などを発表す る時間を設 けて,ク ラスの中の友達 に目が向 け られ るよう配慮

した。

・友達 に対す る思 いや りの言葉 カー ド掲 示

(例)

・振 り 返 り の 時 間 を 設 定 す る
。

(例)

.<'幽'ゆ イ'一 ～ あ ・-9-一一か ・'・

短 冊 やハ ー トカ ー ドに書 いて い つ で も見 え る

よ うに,学 級 活 動 コ ー ナ ー に掲 示 す る。

児童が気がっかなか った良い所 を,

つ けて ほめ る。

学級会の ことを 日記 形式に書 かせ,

いが 出てい るものを全体 に紹介 し,

解を深め る。

教師が見

児童の思

互 いの理
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〔視点3〕 児童 自らの気付 きを大切 に した指導 の工夫

・自由な活動がで きる時間 と場を設定す る。

教 師の手 を借 りず に児童だ けで活動す る時間を確保す る。

人権,安 全 にかかわ る こと以外 は,指 導,助 言 を控えて,児 童の気付 きを待っ。

教 師 と児童で振 り返 る時間を確保す る。

0分3分35分45分

児童 に任せた活動(話 合いの流 れは児童 に任せ る) 教師 と児童で振 り返 る活動

教師 と児童でめあての確認

・児童の っぶや きを拾 い上げ,ク ラス全体 に知 らせ る。

(例)「 ゆず った人がかわいそ う」

「ば らば らでや った らだめなんだよ。 」

・所属意識 を視点 と した活動記録 を工夫す る。

(例)話 合 いの記録 月 日()司 会 議題 ○○君 のかん げい会を しよ う

集団を意識 した発言や行動 思いや りにかかわ る発言や行動
話合 いの約束 にかか

わる発言や行動

・リレー はや りた くな い人 も ・○○ 君 の や りた い もの を や っ ・手 を あ げて 言 って

い る と思 い ます 。 た らど うですか? く だ さ い 。

・いす と りはみ ん な が お も し ・い ろん な ゲ ー ムを教 え て あ げ ・ほか に意 見 はあ り

う そ う 。 た い 。 ませんか?

6ま とめ と今 後 の課 題

(1)研 究 の 成 果

・ 学 級 目標 を 児童 と一緒 に っ く り上 げ た り,活 動 目標 を 明確 にす る こ とで,児 童 の 活動

意 欲 が 高 ま った。

・ 相 互 理 解 の た あ に ,お 互 いの 良 い ところ を 探 し合 った り,友 達 に対 す る思 い や りの言

葉 や 行 動 を カ ー ドに して 掲 示 した こ とで,友 達 の考 え を 聞 こ うと した り,違 う考 え を認

め られ るよ うに な り,自 然 な気 持 ちで 譲 る こ とが で きる よ うにな って きた 。 そ の 雰 囲 気

の 中 で,み ん な に認 め られ て い る と実 感 で き,自 分 の 考 えや 思 いを 素 直 に表現 で き るよ

うに な り,集 団 へ の 所 属 意 識 も高 ま って きた。

・ 児 童 が 自主 的 に活 動 で き る場 を 保 障 した こ とで
,自 分 た ちで や って い る とい う実感 が

もて,ク ラ スの 一 員 と して 役 割 を 果 た した い とい う気 持 ちが 高 ま った 。 ま た,話 合 い を

重 ね,自 分 か らや って み よ う と い う意識 も芽生 えて き た。

・ 今 回 の実 践 を 通 して ,児 童 の 生 の姿 が見 え児 童 の っ ぶ や き に耳 を 傾 け る姿 勢 が 一 段 と

強 ま り,児 童 の 新 たな よ さを 見 い だ す こ とが で きた。

(2)今 後 の課 題

児 童 が 自主 的 に活 動 して い る過 程 で いか に適 切 に指 導 助 言 を す るか が 課 題 で あ る。
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皿 学級 集団 の高 ま りを 目指 し,一 入一人が生 きる学級活動

話合 い活動 を通 して 一

(学級 活動 中学年分科会)

1研 究主題設定の理 由

中学年 になると,学 校生活 に も慣れ,グ ループや学級集団 とのかかわ りに強 い関心 を もつ

よ うにな って くる。 そ して,交 友範囲が広が り,友 達や学級集団を通 した ものの見方や考え

方がで きるよ うになる時期で もあ る。集 団による活動が活発化 して くると同時に,小 集団の

分立 によ り学級全体 と しての まとま りが必ず しも十分で はないことも見 られ る。好 きな友達,

気の合わ ない友達な ど もはっきり して きて,相 手の欠点を批判す るよ うな態度 を とった り,

大人 に対 して も批判的な芽が 出て くる時で もある。一方,自 己中心的であ った低学年の時期

か ら,自 分を少 しずっ客観視で きるよ うにな るの もこの時期の特徴 と言えよ う。

子供 たちの興味関心が高 まり,語 いの増加 とともに,話 す ことに積極 的にな って くる。 こ

うした ことか ら学級活動の話合い活動 も活発 になる。 しか し,自 分の考 えだ けを主張す るこ

とに夢 中にな って いる子供 も多 くいた り,逆 に,思 って いて も集団の中でなか なか発言で き

ない とい う子供 もいた りす る。 また,係 の活動 や集会の活動を好む子供は多 いが,学 級全体

で協力 し合 った り,助 け合 った りす るとい う意識 は十分 に育 ってはいない。進 んで活動 した

り,工 夫 して活動 した り して いるとい う意識 も同様で ある。 これは,人 間関係 が希薄で ある

ことと,主 体的 に問題解決 に取 り組 もうとす る力が不足 して いることの表 れである。

そ こで,一 人一人が役割を果た した り協力 し合え るよ うな学級,あ るいは,目 標 に向か っ

て生 き生 きと活動で きるよ うな学級を作 ってい くことが重要であ ると考えた。 そ して,こ の

よ うな学級集団の高 まりを 目指 し,一 人 一人が生 きる学級活動を展開す ることで,子 供の 自

主的,実 践的な態度が育成 され ると考 え,本 主題 を設定 した。

学級活動で は,話 合いが基盤 とな り係 の活動 や集会の活動な どの様 々な 自主 的な活動が展

開 され る。そのたあ,話 合い活動を通 して研究 を進 めることと した。

2研 究仮説 と研究の視点

分科会研究主題の 「集団の高ま り」

「集団の高 ま り」 とは…

と 「一 人 一 人 が 生 き る」 を 次 の よ うに と らえ た。

○互 いにかかわ りを もっ。

○集団の中で役割 を果 たす。

0目 標 を共有化す る。

○思いや願 いを大切 に し合 う。

○協力 し合 う。

○ みん なでや る気を もっ。

「一人一人が生 きる」 とは…

○安心で きる。

○ 自信を もって活動 で きる。

○ よさを伸ばそ うとす る。

○喜びや充実感 を感 じる。

0自 分 で問題 を解決 しよ うとす る。

○ 自分 が必要 とされて いることを感 じる。

学級集団を高め るために は,そ の学級 を一人一人の よ りどころ とな る集団に変 えて い くこ

とが大切な こととな る。
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この ような集 団は,一 人一人が生 きる学級活動 を行 うために も必要不可欠で ある。 また,

自分た ちの力 でや り遂 げ られ た という楽 しさや満足感 を味わ うことも,子 供 たちに とって は

大切 なこととなる と考 えた。 ・

そ こで,中 学年分科会で は,研 究仮説を次のよ うに設定 した。

研究仮説

1よ りよいクラスに しよ うとい う意識を もっ。

2互 いの思 いや願いを大切 にす る。

3楽 しさや満足感が得 られ る話合 いや実践をす る。

以上の指導の工夫をすれば,学 級集団の高 まりを 目指 した,一 人一人が生 きる学級活動

になるだろ う。

そ して,研 究の視点 と具体 的手 だて を設 けて研究を進め ることとした。

《視点1》 よ りよいクラスに しよ うとい う意識が もて るための工夫

① クラス目標(学 級集団 目標)の 意識化

・よ りよい クラスにす るたあに,子 供 たちの願いを反映させ た目標を設定す る。

・設定 した クラス目標を掲示 し,意 識の継続化を図 る。

・学級生活 の充実 ・向上 に目を向け るよ うに支援す る。

《視点2》 互 いの思 いや願 いを大切 にで きるたあの工夫

① 思 いや願 いの受 け とあ

・拍手や うなず きなどを身逃 さず に指導助言 を行 う。

・座席を考慮す る。

・必要に応 じて小集 団の話合 いを取 り入れ る。

② 少数意見を尊重 した話合 い

・よ く話 し合い,満 場一致案を探 る。

・妥協点を見いだす。

・議題の性質 に合 った採決方法を用 いる。

《視点3》 楽 しさや満足感が得 られ る話合 いや実践が で きるための工夫

① 役割の実行 と協力

・一人一人が様 々な役割を もて るよ うにす る。

・役割を実行で きる場 と時間の確保をす る。

・目標の達成を意識 した活動 を促す。

・協力 して実践で きた成就 感を味 わえ るようにす る。

・異 なる個性や能力を生か し合え るよ うに支援す る。

② 活動の振 り返 り

・振 り返 りカー ドなどを活用する。

・効果的な終末の助言をす る。
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3研 究内容 ・

実践事例13年 議題 「スペ シャル ラ ンチデーを楽 しむ工夫を考え よう」

《視点1》 よ りよい クラスに しようとい う意識 が もて るための工夫

《視点3》 楽 しさや満足感が得 られ る話合いや実践がで きるための工夫

〈活動 の概要 〉

給食 の時 間は,生 活班で グル ープを作 り,食 事 を して いたが,班 で給 食を食べ ることの

利点が生か されず,給 食時の流れ はパ ター ン化 されていた。

2学 期が始 ま り,新 しい係の活動にっいて話 し合 う中で 「授業や給食の時の席 を考 え ら

れ る係が ある と楽 しい。」 という意見があ り,新 しくr席&遊 び係』が誕 生 した。 そ して,

係 を中心 に給食の時間を よ り楽 しくす るために 「スペ シャル ラ ンチデーを作 りたい」 とい

う提案があ った。楽 しくす るためにはrど ん な工夫が あるか』rど んな席 で食べる と楽 し

いか』 につ いて話 し合 うことにな った。

本時 は,自 信を もって発表 しやすいよ うに,事 前 に 「学級会 カー ド」に 自分 の考 えを書

いて話合 いに臨む ことに した。生活班 の グループで相談 した り,考 えを発展 させ た りで き

るよ うに座席を工夫 した。 また,ク ラス 目標 を意識 して話 し合 うことを呼びかけた。

〈考察 〉

「スペ シャル ラ ンチデー」 とい う子供 たちが期待感を もて るような議題 のネー ミングを

考え ることで,子 供たち は興味を もって話合 いに参加 し,発 言 も活発で あ った。司会 グル

ープにっいて は,事 前に進 行の仕方 を確認 し,自 信を もって話合 いを進 め られ るよ うに励

ま した ことが効果的であ った。

実践の成功 に向けて,十 分 に話合 いを行 い,期 待

感を高め ることがで きるよ うな支援 を工夫す ること

で,ク ラスが一っにま とま り,役 割分担 はスムーズ

に決あ ることがで きた。 また,給 食の調理貞 さんや

他の学級 に配慮 した意見 も出され,楽 しさの質の高

まりも見 られ るよ うにな った。

本実践 の中で,一 人一人が 自分の役割を果た し,

様 々な工 夫が見 られ,と て も充実 した,満 足で きる

スペ シャル ランチデーを過 ごす ことがで きた。

実践事例24年

《視点2》

《視点3》

〈活動の概要 〉

児童会の運営 によ る子供祭 りは,

議題 「こど もまっ りでや るお店 の仕事分たんを しよう」

互 いの思 いや願 いを大切 にで きるための工夫

楽 しさや満足感が得 られ る話合 いや実践がで きるための工 夫

4年 生か ら出店す ることがで きる。子供 たちは,3年

生の 時か ら楽 しみ に して きた。 お店 を決 あ る話合 いで は,い ろ いろな意見が 出た中か ら

「けん玉」 と 「ミニ迷路 」を作 るお店 に決 まった。す ると,「 次に仕事分担 を決 めなけれ

ば。」 という意見 が出 され,「 子 ど もまっ りのお店の分たんを しよ う」 とい う議題で話合

いを行 うことに決定 した。話合 いは,r① どん な仕事が必 要か』r② 役割分担 をす る』 と
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い う二っ の柱で話 し合 うことにな った。

本時 は,子 供た ちが発言 しやすいよ うに,あ らか じめ学 級会 ノー トに自分の考えを書い

ておいた り,4人 一組の グループに した りして,話 合いに参加 しやす い雰囲気づ くりを し

た。 また,出 された意見を生か し合いなが ら,よ りよい考えを作 り上げ るよ うに支援を行

った。司会 グル ープ は輪番で担 当 し,司 会進行の役割の大切 さや大変 さを あえて経 験で き

るよ うに した。

〈考察 〉

一人一人の子供が友達 の考えに耳 を傾 け,き ちん と受 け とめなが ら自分の考えを述 べ る

姿が見 られ,互 いの気持 ちを認 め合 う話合 いがで きた。 『学校のみんなが楽 しく作 った り

遊んだ りで きるお店 にす る』 とい う提案理 由を意識 させた話合 いをす るよ う支援 す ること

で,様 々なことに気付 き,多 くの仕事 を考え ることがで きた。提案理 由を考えなが ら話 し

合 ったため,後 の役割分担 では,希 望者 に偏 りがでた時,状 況 を見て他の仕事を進 んで引

き受 ける子供たちの姿がた くさん 見 られ た。 グループでの話合 いは,発 言を苦手 とす る子

供 に とって,自 分の考えを確 かあ,ま とめるた めに有効であ った。

事前 に準備の時間を確保 した ことで,司 会 グループ

の4人 が積極的 にかかわ り合いなが ら進行す ることが

で きた。終末の助言で は,司 会 グループの頑張 りを賞

賛 し,次 回の司会 グループへの励 ま しを した。次の活

動への意欲を高め る上で効果的で あ ると考え られ る。

4ま とめ と今後の課題

(1)研 究の成果

① クラス目標を子 供たち 自身で考え,掲 示 した ことによ り,意 識が深 ま り,ク ラス 目標

に向け た発言が多 く出 され るよ うになった。そ して,協 力 し合 うことや友達 を大切にす

る態度が少 しず っ身に付 いて きた。

② 発言が苦手 な子 に とって は 「学級会 カー ド」や小 グループでの話合 いは話 しやすい雰

囲気を作 るのに有効で あ った。子供た ちの中に励 ま し合 い認め合 う姿が多 く見 られ るよ

うにな った。

③ 友達 の意見 を大切 に しよ うとい う助言か ら譲 り合 う気持 ちが育ち,妥 協案 や折 衷案が

出 され るよ うにな って きた。

④ 司会 グループを全員が経験す ることで司会 グループの役割を知 り,協 力 して話合 いを

進 める ことがで きるよ うにな って きた。

⑤ 振 り返 りカー ドや終末の助言 によ って,話 合 いの楽 しさや満足 感を得 る子供 たちが多

くな った。 また,次 にっ なが る意欲や活動が見 られ るようにな った。

② 今後 の課題

① よ りよいクラスに しよ うとい う意識 を今後 ど う生か してい くか。

② 限 られ た時間内で満足感を得 るたあに,議 題や柱だてを どう工夫 して い くか。

③ 一人一人が生 きるよ うな終末 の助言を どう充実 させてい くか。
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N 一 人 一 人 が 生 きる 楽 しい学 級 活動

一 係 の活 動 を通 して

(学級活動高学年分科会)

1主 題設定の理 由

高学年 になると,学 級活動を通 して,自 分の よさを生か した り,友 達 と協力 した り して,

学級を よりよ くす るたあ に意欲 的に活動す る児童が見 られ るよ うになる。一方で,自 分の よ

さを十分発揮で きないまま,活 動 に も消極的 になって しまう児童 もいる。 これ は,話 合 い→

実践→振 り返 りとい う一連 の流れ を見通 した計画的 な活動がで きないため,次 への意欲 にっ

なげ られない ことが大 きく影響 して いるので はな いだ ろうか。

本分科会では,話 合 い→実践→振 り返 りという一連の流 れを重視 しなが ら,児 童一人一人

が更 に意欲を もち,よ り楽 しい学級作 りへの意識を高め ることがで きる活動 として,係 の活

動を考えた。係 の活動 は,学 級 を高 めて い くための仕事を分担 し合 う小集団活動であ ること

か ら,学 級への所属意識 を高あるために極 めて有効な活動で もある。 そ して,一 人一人がい

ろいろな役割を通 して,自 分 のよさを発揮で きる場であ り,友 達 と深 くかかわ ることがで き

る場で もあ る。係 の活動 を通 して一人一人の よさが生か されれば,よ り楽 しい学級 が生 まれ

るであろ う。

そのためには,特 に児童 の もっ思 いや願 いを十分 に発揮で きるよ うに しなが ら,友 達 ・他

の係 ・あ るいは学級全体 とのかかわ りを深めていけ るよ うにする ことが必要であ ると考え る。

また,係 の活動 と話合 い活動や集会活動 とのっなが りを意識で きるよ うに しなが ら,月 また

は学期 にわた り見通 しのある計画が立て られ るよ うな支援 をす る ことが大切であ る。 さらに,

友達 同士 が認 め,励 ま し合 いなが ら活動を振 り返 ることによ り 「みんなの役 に立 って うれ し

い。 」 「学級のみん なが喜んで くれ る。」 とい った意識が育 ち,一 人一人の学級集団 への所

属意識 も高ま って い くと考え られ る。

以上の ことか ら,本 分科会で は,見 通 しを もって係 の活動を進め ることがで きるよ うにす

るとともに,互 いに認 め,励 ま し合 いなが ら思 いや願 いを実現で きる場 を設定すれ ば,一 人

一人が生 き,楽 しい学級活動がで きると考え,本 研究主題を設定 した。

2主 題の とらえ方

一人一人が生 きる

○ 自分の思 いや願 いを もち活動で きる。

○一人一人が役割 を もち活動で きる。

○ 自分 のよさを生かす ことがで きる。

→

←

楽 しい

○ 自分たちで計 画 した ことを工夫 しなが ら

実現 で きる。

○ 自分のよさが友達 に認 あ られ る。

○みんなの役 に立っ喜 びを味わ う。

○次にまた何 かや りた いという意欲 が もて

る。
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一人一人が生 きる楽 しい学級活動

○ 自分 たちの力で計画 ・実践で き,や り遂げ た充実感 ・成就感 を味わえ,次 への意欲が

生 まれて くる活動。

○互 いの考えを認め合い,励 ま し合 い,自 分の よさや友達 のよさを確かめ合え る活動。

○一人一人が持 ち味を発揮 で きる役割 を もち,自 分たちの創意工夫を生かす ことがで き,

みん なの役 に立っ喜びを味わえ る活動。

○一人一人が生か され,よ り楽 しい学級 に して いこうとす る,集 団 としての高 ま りが生

まれる。

○集団の中で培われ た力が,一 人一人の生活 に生 きる。

3研 究仮説 と研究 の視 点

研 究 仮 説

計画的,実 践 的な係 の活動を通 して,互 いに認 め合 いなが ら,自 分 の思いや願 いを実

現 で き る よ うに す れ ば,一 人 一 人 が 生 き る楽 しい学 級 活 動 に な るで あ ろ う。

1

研 究 の 視 点

(視 点1) (視 点2) (視 点3)

自分 の思 いや願 いを実現で 活動 の見通 しが もて るよ うに 活動 を振 り返 り,互 いに認

きる設置 ・所属の工夫 するための計画 ・実践の工夫 め合 う場の工夫

・学 級 生 活 を よ りよ く しよ ・係 の ネ ー ミングを 工 夫 で き ・他の係 と協力 した活動が

うとす る意識 を もっ こと るよ うにす る。 で きる よ うにす る。

が で き るよ うにす る。 ・め あ て ,内 容,役 割 を 明 ら ・自分 たちの活動を振 り返

・自分がや って みたい仕事 か にで き るよ うにす る。 り,計 画 の見直 しがで き

や,学 級 が楽 しくな った ・1か 月 ,1学 期 の見 通 しを るよ うにす る。

りみんなのためにな った もった計画 を立て られ るよ ・活 動 の様 子 を伝 え ,認 め

りす る仕事を考え られ る うにす る。 合い,励 ま し合 う場を設

よ うにす る。 ・係 の 活 動 コー ナ ー を利 用 で
け る 。

・自分の希望す る係 に所属 き る よ うに す る。

で き るよ うに す る。 ・活 動 時 間 を確 保 す る。
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4研 究 内容

(1)視 点1自 分の思 いや願 いを実現で きる設置 ・所属の工夫の実践事例

5年 議題 「クラスを楽 しくす る係 を決 めよ う」

〈概要 〉 まず,事 前 に学級生活をよ りよ くしよ うとす る意識を もつ ことがで きるよ うに

した。 その ため に,ク ラスの 目標 に基づ いて1学 期 の生活 を振 り返 り,2学 期 は どん な

ことをがんば った らよいのか,さ らに係の活動を通 して どのよ うな ことがで きるかを話 し

合 った。係の設置の際には,自 分がや ってみ たい仕事や,学 級が楽 しくな った りみん なの

たあ にな った りす る仕事 を考 え られ るよ うに し,「 ○○係を作 りたい。 」で はな く 「こん

な仕事 を してみ たい。 」 と,具 体的 な仕事の内容を挙 げた。 また,他 の学級の係の活動に

関す る情報 を児童 に与え,参 考 に した。係の所属の際には各係 に人数や男女 の別な どの制

限を設 けず に,自 分の希望す る係 に所属 で きるよ うに した。偏 りが大 きい場合 には,活 動

しやす いか ど うかを児童 に投げかけ,考 え られるよ うに した。や ってみたい と思 う児童が

いない係 はな くして しまうので はな く,ど う した らよいかを考え,他 の係 が兼務す るなど

児童の考え 出 した仕事を生 かす ことがで きるよ うに した。

〈考察 〉 係の設置の際に 「こんな仕事 を してみ たい。」 と,具 体 的な内容 を挙 げたこと

は,仕 事の内容 に対す る共 通理解が図れ,有 効であ った。係が決 ま り,実 際 に仕事 に取 り

かか る際 もスム ーズであ った。 また,児 童 に与えた他の学級の係 の活動 に関す る情報 は,

児童の思考を広げ る助 け とな った。係へ の所属で は,希 望す る係 に所属で きるよ うに した

たあ,ど の児童 も意欲 的に活動す る ことがで きた。人数や男女の偏 りもみ られ るが,人 数

の少ない係 は他 の係 に協力 して もらって活動す るな どのプラス面 も見 られ る。 また,人 数

の多 い係 は係 内での仕事分担を はっきりさせて取 り組 む ことで,一 人一人の児童が十分 に

活動で きるよ うになった。挙げ られた仕事

鎌麟難 懸1轟難轡
糠 癒

騰魂
∵ ℃

な

沸 肇

の係の設置についての話 合いは,よ りよい

学級作 りを意識 で きるよ うに し,係 の活動 当

の意味が理解 で きるよ うにす るために も,

教 師が司会 を して進 めるこ とが有効であ る

と考え られ る。

② 視点2

5年 活動名 「1か 月の計 画を立 てよ う」

〈概要 〉

活動の見通 しが もて るよ うにす るための計画 ・実践の工夫の実践事例

新 しい係 に所属 した後,係 の成員で親 しみの もて る係 名を工夫 した。次 に,め

あて ・仕 事の内容 ・役割 を考え,係 の ポスターに書 き入れた。友達が見 るこ とがで きるよ

うに,係 の活動 コーナーを設 けて掲示 した。 よ く分か らない児童 には,各 係 に対 して質問

がで きる機会 を設 けた。 さ らに,仕 事の内容 にっいて も友達 の要望 を聞 き,活 動計画を立

て る際の参 考 とな るよ うに した。各 係で1か 月の計画 を立て る際 に,「 学 級活動 カ レン
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ダー」を活用 した。 この中には,月 別の行事や

学級活動の 日,係 の活動 の予定 日をあ らか じめ

書 き込み,活 動計画 を立 て る際の参考 となるよ

うに した。なお,活 動計画を立て る前 に,友 達

か らの質問 と要望 に対 して係 として どうす るか,

にっ いて答えた。 その後,各 係で1か 月の活動

計画 を話 し合 い,最 後 に発 表 した。記 入 した

「学級活動 カ レンダー」は係 の活動 コーナーに

掲示 した。

〈考察 〉 係のめあてを考 え,掲 示 したことは,

活動の内容がよ く分 か る,係 の活動 を振 り返 る

ときのめやす にな る,学 級の友達 か ら適切な助

言や励 ま しを受け ることがで きる,と いった点

で効果が あ った。1か 月の計画 を立て る際 に友

達 の要望 を聞 いたことは,活 動をす る係の成員

の意欲 を高 めた り,活 動を受け入 れ る友達の係

に対す る期待を高あた り して有効 であ った。

10月 学級 活動 カ レンダー 〔パ リ昇入'ミくん 〕

学級活島のある日…O係 活助のaる 日…0

日 醒 活 動 言十画 役 唇明 癖 日 曜 活助計画 役 掴剛 鎗

1 火 16 友
2 永 iv 木 賞品 ヵ＼んせい NO

、

3 汰 瀦 合 い 18 全
厳 類 会
クイズ づ く匡) ～、0 0

4 金 0 IB タ

5 工 前畔稀 20 日

s 日運鯖 21 月
クブス 』の

L'ゆんい発液

Mo
E.M

7 月 /
/

'

22 /¥ 臆 もだす 牲 δ

8 火 23 水

8 7κ ク・イスカ＼い し as 木

10 木
1

ss 金麟 翻 0

1ユ 金謁 合呪 るフけん后 0 26 t
一 一

一一一← 一一

iz t 27 日 !一 一←ノノ
..F'「 一

13 日一'一
一」 一1r 28 月

14 月
韻 会
クイス鱗 痂 くり No 29 丈間簿 紘 す 納 .8

15 丈 30 氷

31 木

「学級活動カ レンダー」 にっ いて は,月 別の

行事 などが 明 らか にな り,係 の活 動計画 を無理 な く立て ることがで き,仕 事が進め られた。

さらに,そ れ を発表 し,掲 示す ることで学級の友達 にも係 の活動 の様子が よ く分か るよ う

にな った。友達が頑張 って いる様 子 ・自分が頑張 ってい る様子 を認 め合 う機会が増 え,友

達 同士 の交流 も深 まって きた。 これ らの ことか らも,活 動計画を立て,そ れを明示す ると

い うことは,大 変重要であ る。一方活動 時間は,1か 月に1回 の学級活動 と1週 間に1回

の朝 自習 などを係の活動 に充てた。 しか し,活 動が活発 にな るほど不足 しが ち とな った。

その時間の確保 も含めた在 り方が課題 と して挙 げ られ よう。

(3)視 点3活 動を振 り返 り,互 いに認 あ合 う場の工夫の実 践事例

5年 集会活動名 「楽 しくやろ う5の2フ ェステ ィバル パ ー ト3係 の発表会」

〈概要 〉 学級 目標を 目指 して学級活動 のめあてを 出 し合 った。集会の活動で は,「 クラ

1雛 滞1騰 曝 表会P鐵纂
など して,み んなに楽 しく係 を

知 って もらう発表会 を したい。 」

の意見が 出た。各係 が意欲 を も

って活動 していたが活性化 につ

なが るよ う,係 の発表会 を もっ

た。話 合いでは発表 内容 として,

仕事や メンバーの紹介 ・新 しい

活動 ・自慢や特 だね のほか に,

受び㌍ 傑 ぐ 護q。..。 。 。.暑 毒'・
小凧罠拠 「肝鵡 軽 拶d①言義.伽曙軌h建小 息1ミザ3∂ト デ 廟へ

謹其㌃・ド・ 曇籠 §猟 藷 遜 隷 鷲掌1善こ
喜19音》 穫 謹5呈 豪軌機 素,し よ芋 讐欝 二と丘、しと

蕪擁灘難響 鍵
欝謙1へ 琴1鞘 噸 慧1
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協力 した ことや工夫 した こと ・見て いな い所で旗張 った ことなどの意見が出た。本 時まで

各係の活動状況 を把握 し,見 守 ったり励 ま した りした。児童 は,日 常の活動 と兼 ね合わせ

なが ら楽 しく協力 し,ほ かの係の活動に も関心 を もって進めていた。本 時は,① 始 めの言

葉(め あて)② 各係の発表(OHP・ 紙 芝居 ・新聞 など)③ イ ンタビュー(質 問 ・よか っ

た ところ ・アイデ ィア)④ 係への メッセー ジ(係 ごとに手紙 ・歌 と踊 り ・賞状 ・メダルを

贈 る)⑤ 担任か ら(活 動の過程 の写真 を見せ,賞 賛す る)⑥ 終 わ りの言葉,の 流れで=進め

た。児童か らは,「 取材 は大変そ うだ ったけどいい記事が載 って いる。」 「いつ も楽 しい

こ とを計画 して くれてあ りが とう。」 などの声があ った。 どの係 も工夫 し,一 人一入 が活

躍で きた楽 しい会だ った。

〈考察 〉 特 に,次 の ことに重点を置 いた。①成 長 した点 をその 中心 に置 く。②積極 的に

「よさ」を見 いだす よ うにす る。③児童の満足 感を重視す る。

○ 「振 り返 りカー ド」は,自 分や係の名前が 出て ほめ られ ると意欲が わ くことや,み

んなの意見 を聞 いて活動の見直 しがで きたことで,効 果があ った と考え られ る。 また,

発表会で は,互 いの よさを全体 で認 あ合 った り,係 が互 いに協力 したこ とで,学 級へ

の所属意識が育 ち,学 級 目標 の実現への意識を もつ ことがで きたと考え られ る。

○ 児童の感想 に,「 体中にみん なの拍手が飛び込んで きて うれ しか った。」 「楽 しか

ったので,ま たや りたい。 」 とあ った。本時の活動を基 に して,更 によい実践 が行え

るよう,継 続的な励ま しを して い きたいと考えてい る。

5ま とめ と今後 の課題

(1)研 究の成果

① 自分 の思 いや願 いを生か して係を作 り,所 属で きるよ うに した ことによ り,活 動 内容

に広が りがで き,一 人一人が生 き,楽 しく活動す ることがで きた。

② 見通 しの ある活動計画を立 て られ るよ うに したこと(活 動時間の確保 ・係 コーナーの

設置 ・学級活動 カ レンダーの活 用)に よ り,互 いに協力 しなが ら,創 意工夫 した活動が

で きるよ うにな り,更 に自主 的に活動 しよ うとす る意欲を高め ることがで きた。

③ 認め,励 ま し合いなが ら活動 を振 り返 る場を設けた こと(振 り返 りカー ドの活用 ・発

表会)に より,自 分のよ さや友達 のよさを見付け,学 級 をよ りよ くしよ うとす る意識 を

高め ることがで きた。

④ 係が互いに協力 で きた ことで,学 級成員 と しての所属意識が育 ち,さ らに学級 目標 の

実現 への意識 を もっ ことがで きた。

(2>今 後 の課題

① 限 られ た時間数の中で,子 供たちの意欲 を更 に生か した創造 的な活動 を,ど の ように

支援すればよいか。

② 学級内での係 の活動で培 った力 を,高 学年 と してよ りよい学校を作 ろうとす る意識 に

まで高め るには,ど の よ うに支援すればよいか。

③ 学級集団への所属意識の高 ま りを,児 童一人一人 にっ いて評価す るには,ど のよ うな

方法が適切か。
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V児 童 が 主体 的 に取 り組 む児 童会 活 動

一 課 題意識 を高め,協 力 し合 う児童会 活動 の指導 の工 夫

(児童会活動分科会)

1主 題設定の理 由

児童会活動は,特 別活動の 《望 ま しい集団活動 を通 して,な す ことによ って学ぶ教育活動》

とい う特質を最 も発揮で きる活動であ ると言 って も過言で はない。 したが って,そ の活動は

全校的視野 に立 って行 われ,互 いの よさや成果 を認 め合い,励 ま し合 い,高 あ合 う異年齢集

団でな ければな らない と考 える。

最近の児童の実態 を見てみる と,自 分の考えをは っき りと述べた り,与 え られ た仕事を ま

じめにや り遂げた りす るよ さを もって いることが分か る。 しか し,そ のよさの反面,教 師の

指示 を待つ ことが多い児童や 自ら進んで考え,行 動す る ことがで きない児童 の姿が浮か び上

が って くる。 また,他 と協調 した り,他 を思いや る気持 ちが薄 く,自 己中心 的で社会性 に乏

しい姿 も多 く見 られ る。

児童会活動 の様子か ら,児 童が主体 的に活動す ることが少 な く,常 時活動では工夫が あま

りな く,マ ンネ リ化傾向が見 られ る。また,委 員会活動に所属 して いない低学年 児童 の理解

と協力を十分 に得て いな い実態 も浮 き彫 りになる。それは,児 童会活動 に対す る創意工夫 の

不足,所 属 感の稀薄,参 加意識の低 下等が原因 と考え られ る。

そこで,児 童が これか らの社会にた くま しく生 きてい くためには,

○ 自分のよ さや可能性 に気付 き,人 のために役立 と うと積極的に行動す る児童

○進んで人 とかかわ り,主 体的 に活動 し,楽 しい学校生活を創造 的に築 いて い く児童

を育て ることが,大 切で ある と考えた。また,友 達 と知恵を出 し合い,協 力 し合 う体験を積

み重ね ることを通 して,社 会性を育て ることもた くま しく生 きてい くには必要で あると考え

る。

以上の ことか ら,児 童 の課題意識を高め,協 力 して取 り組む指導 の工夫 をす る ことにより,

児童が主体的 に取 り組む 児童会活動の活性化 を図 る ことがで きると考 える。 そ して,楽 しく

参加 し,活 動す ることを通 して児童 に主体性 や社会性を育ててい くことが,児 童会活動の 目

標達成 に結び付 くと考 え,本 主題を設定 し研究 を=進めることと した。

2研 究仮説 と研究の視点

(1)研 究仮説 について

主 として高学年 児童 が運営す る児童会活動 において,「 みんなの役 に立て た こと」に喜

びを感 じる児童 は多い。 しか し,意 識 して 自分 を高 めるため に目標を もった り,全 校児童

のために課題意識を もって創意工夫で きる児童 は少 ない。 この ことか ら,自 分 たちの願 い

が実現で きた喜 びや役割を果た しきった楽 しさの体験 などを積み重ね ることによ り,児 童

一人一人 に学校生活の楽 しさを実感 させ ることが必要で ある。

そ こで,児 童が互いに認め合 い,支 え合い,高 め合 える異年齢集団活 動を工夫 す るこ と

によ り,一 人一人が課題意識 を もち,主 体的に活動 で きる と考えた。
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研究仮説

課題意識を もって役割 を遂行 し,み んなの役に立 てた ことの喜 びを実感すれば,協 力 し

合 い主体 的に取 り組 む児童会活動 となるであろ う。

(2>研 究 の視点 につ いて

児童 は,「 自分 たちの活動が学校生活 の充実 ・向上 に一役買 ってい る。 」 とい う実感を

もて た とき,こ れ までよ り以上の主体性 を発揮す る ものであ る。 そ して課題意識が高 ま り,

児童会活動が活性化す るもの と考え る。

異年齢集団によ る児童会活動 では,自 分 たちの生活を見直 し,よ りよ くす るたあの場や

全校児童が楽 しむための活動 の場 を設定す る必要があ る。 その活動 の中で,互 いの よさを

認め,協 力 し合 う人 間関係づ くりを 目指 したい。

視 点

①課題意識 を高 ある工夫

・計画段階の工夫(活 動の イメー ジ化
,全 校児童 を意識 した活動計画)

・情報の共有化(全 校児童の意見 の吸い上 げ
,広 報活動の工夫)

②役割遂行への支援

・役割分担(個 性や特 性 に応 じた役割分担
,励 ま しの言葉かけ,創 造 的な活動)

・協力体制(共 感で きる活動体験
,教 え合 い支え合え る集団,教 師の共通理解)

③貢献体験の場の設定

・よさの認め合い(認 あ合 う場や機会の確保
,満 足感,成 就感 の味わ い,連 帯意識)

・自己評価(自 己の活動の振 り返 り
,他 者か らの評価 の受 け止 め)

3研 究 内容

実践事例1題 材 「鶴巻小 まつ りを成 功 させよ う」

視点②[役 割遂行への支援]

○互 いに教え合 い,支 え合 う集団づ くり

〈活動の概要 〉 鶴巻小 まっ りは,全 校が

楽 しめる集会活動 と して児童の意欲 も高 く,

主体的 に取 り組め る実践 的活動 である と言

え る。 しか し,前 期代表委 員会 の話合 い活

動を振 り返 ってみ ると,積 極 的な意見交換

が少ない とい う実態が あ った。

そ こで,縦 割 りの グル ープを作 り,上 級

生 と下級生が協力 して活動で きる場を設定

(代 表委員会)

嚢
囎懸雛i薄

'
・
γ

した。 ま た,低 学 年 が 十 分 楽 しあ な か った とい う反 省 か ら,「 低学 年 か ら高学 年 まで 楽 し

あ る工 夫 」を 話 し合 った 。 そ の 中 で,「 お 金 は必 要 か 」 「ス タ ンプ ラ リー を しよ う」 「わ

か りや す くす るた め に,地 図 を作 ろ う」 な どた くさん の意 見 が 出 され た。 さ らに,必 要 な
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仕事を 出 し合 い,「 開閉会式」 「宣伝 」 「低学年への連絡 」などの係を進んで考え ること

がで きた。

〈考察 〉 グル ープでの話合いを経 験 して い く中で,3年 生 も質問 を した り,意 見を言 っ

た りす るよ うにな って きて いる。振 り返 りカー ドに も,「 代 表委員会がだんだん楽 しくな

って きた」 と書 いていた。 また,上 級生がそれぞれの グループで リーダーシ ップを発揮 し

て意見 をまとめた り,日 程表を見なが ら見通 しを もち,進 んで取 り組む姿が見 られた。

以上の ことか ら,縦 割 りの グループに分 かれて仕事 に取 り組む場 を設定 した ことにより,

児童が互 いに教え合い,支 え合いなが ら活動で きるよ うにな ってい くことが確か め られた。

実践事例2題 材 「後期集会委員会のああてを もち,活 動計画を立 てよ う」

視点①[課 題意識を高 める工夫]_、.
ミ　

っ か コ じ い コ レ

○全校児童を意識 した活動計画の作成 隊 冨 .一: 1R

○全校児童に活動内容を知 らせる広報活動の工夫
§

視点②[役 割遂行への支援] 義

○仕事 内容の理解や創造 的な活動への励ま しと助言

く活動の概 要 〉 集会委 員会では,全 校児童が仲 良 く楽

しく過 ごせ るr金 曜子供 集会』を目指 して計画を立てて

黒きた
。 しか し,15分 とい う短時間で全校児童が満足感

潔 撫,

を味わえる集会にすることの難しさ一 の課題とし齢 離 義

髄

惣
メ

汐 畿ノ4

雛
鰍 蝉

裁 ・蜜 講

濾 曝 轟監締

て残 った。

そこで,後 期 に初 めて集会委 員にな った5年 生のために もr集 会委員会の ああて』を確

認 させた後,集 会 を盛 り上げ るたあの話合 いを行 った。その結果,「 ゲームの工夫」 「次

の集会の宣伝」 「よ く伝 わ るための司会 や説明の練習」が必要 である ことに気付 き,一 回

一回の集会を工夫 してい くことや グループ間の協力 などによ って
,全 校児童が興味を もっ

て参加 して くれ る集会 に しよ うと確認 し合 った。

〈考察 〉 話合い後 す ぐに,全 校児童にア ンケー トを取 り,図 書 や他校の例 を参考 にす る

こ とによってゲームに工 夫が加わ った。また,ポ スターで全校 に知 らせ,各 学級 に説明 に

行 くなどの広報活動 に も積極的な取組 みが見 られた。

以上の ことか ら,全 校 児童を意識 した活動計画の作成や広報 活動 を通 して,集 会委員会

と しての課題意識 を高め ることがで きた。 また,教 師の励 ま しや助言が各 自の役割 を最後

まで遂行す る力に結 び付けてい ることも明 らか になった。

実践事例3題 材rr目 白まっ り』の反省を しよ う」(代 表委 員会)

視点③[貢 献体験の場 の設定]

○互 いの よさや成 果の認 め合い

○活動の振 り返 りと他者か らの評 価

〈活動の概要>r目 白まつ り』を第一部 のセ レモニ ー,第 二部のお店や さん に分 けて行

った。 そ して2日 後,各 自の 「ふ りかえ りカー ド」や各 クラスの反省や感想,朝 会時 に活

躍 を賞賛 して くれた校 長先生の言葉や先生方 の活動 に対す る励ま しの言葉や手紙を基 に活

動 を振 り返 った。
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r目 白まつ りDの2日 後 とい う早い時間に振 り返 りの時間を もった ことは,

分 たちの活動の良い点 や改善点 を鮮明 に思い出す ことがで き,成 員同士 の互 いの よさや成

果を認め合 うことがで きた。 また,「 クラスの声 」や校長先生や先生方 か らの励 ま しの言

葉,賞 賛の言葉,手 紙 などは自分 たちの活動が人 の役 に立 った ことの喜 びを感 じさせた り,

次回か らの役割分担への意欲付 けに大 きな効果が あ った。

以上の ことか ら,貢 献体験を語 り合 う場を設定 し,成 員以外の声を前 向きに受け止めな

が ら認め合 う機会 を作 るこ とは,今 より も一歩r主 体的 に活動す る児童 』に近付 くもの と

考え る。

口 係 の 仕事 に っ いて

・校庭 で遊 ん で いて もス ロ ーガ ンが

よ く見 え て い た 。

・最 後 まで 仕 事 を協 力 して で きた。

口 自分 が が ん ば った こ と

・進 ん で 係 に な った 。

・低 学 年 に もわ か る言 葉 で 文 を作 った。

口 改 善 点

・プ ログ ラ ムの 見 え に くか った色 。

・聞 こえ に くか った 放 送 の 合 図。

※記 録 に残 して 来 年 に 生 か す こ とを

確 認 し合 う。

〈考 察 〉

口 友 達 の が ん ば った こ と。

・意 外 性 の あ る クイ ズ の 問題 作 り。

・3 ,4年 生 が積 極 的 な働 き を した 。

口 活 動 後 の 感想 や意 欲

・協 力 して活 動 した快 さを 味 わ った。

・この 次 は 自分 も司 会 を や って み た い。

・み ん な が楽 しんで くれ た の で

がん ば って 仕 事 を して よ か った。

・ 「お も しろか った よ」 と言 わ れて

うれ しか った。

・先生 が仕 事 を ほ めて くれ た の で

うれ しか った。

自

4ま とめと今後 の課題

(1)研 究の成果

視点1課 題意識を高め る工夫

・活動の イメージ化 を図 り,全 校児童を意識 した活動計画 を立て ることで,児 童が主体

的 に取 り組む ことがで きた。

視点2役 割遂行 への支援

・異年齢 によ る小 グループの話合 いや活動の場 を設定す ることで
,児 童が互 いに教え合

い支え合い,高 あ合え る協力体制を築 くことがで きた。

視点3貢 献体験の場 の設定

・活動 を振 り返 り,成 員同士が互いのよさや成果を認め合い,全 校児童か ら評価 され る

貢献体験の場を もつ ことが,主 体的に取 り組む児童会の発展 にっ なが る。

② 今後 の課題

① 児童 自 ら創造的活動がで きるよ うになるには,教 師の温 かい 「言葉かけ」や 「参考資

料の提示」な どの適切 な支援 の在 り方を追究す ることが必要であ る。

② 異学年が協力 し合 って活動す るには,時 間の確保が必要であ り,そ のためには教師間

の密な る連絡 や協力体制 を確立す るための方法 を明 らか にす ることが重要で ある。

③ 活 動の成就感 を全校児童 と共有す るた反)に,「 伝達す る方法」を更 に工夫 し,み んな

のために意欲的 に活動す る気持 ちを育て てい くことが課題 である。
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VI行 事精 選 の中で,児 童の心 に残 る学 校行事 にす るための事前 ・事後指 導

(学 校行事分科会)

1主 題設 定の理 由

学 校週5日 制の実施 に伴 い,授 業時数確保の たあにr行 事精選』 に目が向け られ,数 多 く

の行事が見 直され た り,姿 を消 した り した。 その ような状況 にあって,こ れか らの学校行事

は,そ れぞれの行事の もつrね らい』をよ り明確 に して,一 層価値のあ る活動 に していかな

くて はな らない。

学校行事 分科会 で は,児 童 自身が楽 しか った ・満足 で きた(充 実感),や って よか った

(成 就感),ま たや ってみ たい(次 への意欲)と いうよ うな,児 童の心 に残 る学校行事 にす

るために,事 前 ・事後指導 に焦点を当てて研究 を進めよ うと考 え,本 研究主題を設定 した。

2研 究仮説 と研究 の視 点

(1)研 究仮説

学校行事精選が叫ばれて いる中で,そ れぞれの行事の もつね らいを明確 に し,事 前 ・事

後指導 を工夫 し充実すれば,児 童の心 に残 る学校行事 にす ることがで きるだ ろう。

(2)研 究 の視点

下記 のよ うな児童を育て るために,① ～③ のよ うに研究の視点 を設定 した。

学校行事を通 して目指す児童像(児 童 の心 に残 る学校行事)

・めあてを もち,見 通 しを もって取 り組め る児童

(目 的意識 を育て る ・真剣さを育て る)

・多様な考え方で,主 体的 に取 り組 める児童

(自 主性 を育て る ・判断力を育て る)

・自分の役割を 自覚 し,責 任を もって行動で きる児童

(責 任感を育てる)

・相手の考えや立場 を尊重 し,互 いに協力 し合 い,高 め合 うことがで きる児童

(社 会性を育てる)

① 行事のね らいを明確 にす る。

行事を通 してr児 童 に身 に付け させたい こと。育てたい心。 』等,そ れぞれの行事の

ね らいを明確にす ることが大切であ る。 それ によって,ね らいを達成す るたあの よ りよ

い方法や教師間の共通理解が図れ,目 指 す児童像が一っ にな ると考 えた。

② 事前 ・事後指 導を工夫 し,充 実 させ る。

rで き上が り』だけに目を向けるのではな く,そ れ までの過程 におけ る事前指導や,

ね らい達成 に基づいた事後指導の工夫 と充実が大切で ある。それによ って,次 回の行事

への期待感 と意欲を喚起 する ことがで き,学 校生活の充実 と発展がみ られ るよ うになる

と考 えた。

③ 日常 の学習活動 との関連 を図 る。

行事 と教科等 との関連 を図 りなが ら,事 前 ・事後指導 を行 うことが大切で ある。 それ
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に よ って,ゆ と りを も った行 事 へ の 取 組 みが 可 能 と な る と考 え た。

行 事 の ね ら い

明 確 化

事 剛 指 導

工夫 ・充実

日常の学習活動

教科 ・領域のね らい との関連

心 に 残 る 学 棟 行 事(次 へ の 意 欲)

(3)研 究の具体的な手だて

① 事前の ア ンケー トによ る意識調査

児童が より意欲 的に行事 に取 り組み,活 動 で きるよ う,事 前 に行事 に対 して意識調査

を行 い実態を把握 し,個 に応 じた指導を行 う。

② 行事学習カー ドの活用

行事のね らいを理解 し,め あてが もて るよ うに,rい っ,ど こで,何 をど うす るのか』

とい う見通 しを明確 にす るために,行 事学習 カー ドを活 用す る。行事学習 カー ドの中の

一言感想欄 には
,児 童への励 ま しや賞賛 ・助言な どを書 き込 み,意 欲の向上を図 る。 さ

らに,め あて に向 けて努力 した ことや,友 達 との協力な どですば らしい感想があ った と

き,そ れ を賞賛 し,ク ラス全体 に広 める。

③ 教師 の賞賛 と助言

目立 たないところで努力 してい る児童や,一 人一人の意識 の高 ま りに目を向け,そ れ

を賞賛 し,助 言をす ることによ り,他 の児童が友達のよさに気付 くようにさせ る。

④ 行事振 り返 りカー ドの活用

『行事のね らいが理解 で き,自 分(班 や クラス)の めあてが達成で きたか。 』,ま た

『見通 しを もち意欲 的に活動で きたか。』を確認す るために行事振 り返 りカー ドを活用

す る。そ して,自 由記述欄の児童の声を次 の行事へ と生かすよ うにす る。

⑤ ビデオ,写 真,資 料の活用

行事へ の意識付 け,活 動のイ メー ジ化の ために,ビ デオ,写 真,資 料を活用す る。

⑥ 事前 ・事後指導の時間の確 保

教科等のね らい と関連 させ ることによ り,充 実 した行事 の事前 ・事後指導の時間を確

保す る。
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3研 究 内容

(1)実 践事例 健康安 全 ・体育 的行事(な かよ しスポーツ大会)

行 事 の ね ら い

・スポ ー ツ を通 して ,体 力 の 向上 を 図 る。

・集 団行 動 の ル ー ルを 身 に付 け ,協 力 して 楽 しい 一 日を過 ごす 。

・学 年 ,学 級 の壁 を越 え て 協力 し合 い,連 帯意 識 を 高 め る。

事 前 指 導

・事前 ア ンケー トの実施

・班作 り,班 長の決定

・学年 スポーツ実行委員の選 出

・r行 事学習 カー ド』の記入

・実行委員会の計画,提 案

・クラスの めあて,学 年種 目案

・学年合 同学級会で,学 年種 目決定,チ ーム作戦会議

・愛校心,公 正公平の心情 育成

・班の めあてや遊 びの計画

・目的地 までの コース確認

・異学年学級 との交流

・学年種 目のチーム練習

・全校 ダ ンス と歌 の練習

日常の学習活動

・児 童 集 会

・朝 の 会

・道 徳

・体 育

・休 み 時 間

・学 級 活 動

・な か よ し給 食 会

・な か よ し班 長 会

・な か よ し班 会 議

・創 意 の時 間

・帰 りの 会

事 後 指 導

・めあて に向けて頑張 った点 の賞賛

・班長,実 行委 員の活躍への ね ぎらいの拍手

・事後 ア ンケー トの実施

『行事振 り返 りカー ド』 による自己評価

日常の学習活動

・朝 の会

・当 日の帰 りの 会

心 に 残 る 学 校 行 事
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○考察

実施前 には半数 しかr好 き』 と答えていなか ったrな かよ しスポーツ大会』であ ったが,

実施後 には8割 の児童がr好 き』 と答え,

十分に満足 する ことがで きた。 これは,

事 前指導 で児童の 内面 も含めて指導 した

こと,事 後指導で はよか った点を中心 に

ほめた ことの効果 と考え られ る。

(2)実 践事例 儀式的行事(40周 年記念式典)

欝1響
!一

イ丁 事 の ね ら い

・40年 の 歴 史 を振 り返 り,母 校 愛 を 深 め る。

・地域社会の人 々と共 に40周 年を祝い
,地 域 に根 ざ した学校 と しての

誇 りを もた せ る。

・先人 の築 き上 げた足跡 に感謝す る気持 ちを もち
,そ れを引き継 ぎ,更

によ りよい学校を築 き上げよ うとする意欲を高め る。

凸
事 肘 指 導 一 日常の学習活動 一

・事 前 ア ンケ ー トの 実 施 ・朝 の 会

・ 『行 事 学 習 カ ー ド』 の 記 入 ・休 み の 時 間

・呼びか け練習
〉 ・音 楽

・歌 の練 習 ・帰 りの会

・式典の流れの練習

↓
ノ ー

学 校 イ丁 事

40周 年 記 念 式 典

、!事 後 指 導 一 日常の学習活動 一

・式後 の賞賛 ・当 日の 帰 りの 会

・事 後 ア ンケ ー トの 実 施 ・国 語

・作 文
〉

・家庭学習

・r行 事 振 り返 り カー ド』 によ る 自己評 価 ・朝 の 会

↓

心 に 残 る 学 校 行 事

一23一



○ 考察

児童 代 表 と して6年 生 が 式典 に参 加 した 。 児童 の 言 葉 にrあ あ て に書 いた とお り,感 謝

の 気持 ちを 忘 れ ず に参 加 で きま した。 』r式 典 が 終 わ って 式典 を や って よか った とい う気

持 ち に な った 。 た ぶ ん,そ れ は一 生 懸 命 に取 り組 ん だ か らだ と思 い ます 。 』r式 典 が終 わ

り,6年 の 全 体 の 練 習(呼 び か け ・歌)が な く少 しつ ま らな い で す。 』 な ど,あ あ て を意

識 し,参 加 して よか った(満 足 感),や って よ か った(成 就 感)と い う声 が 多 く聞 かれ た。

これ は,式 典 の ね らい を 明確 に し,事 前 ・事 後指 導 の 充 実 と,教 師 の助 言 ・賞 賛 によ る も

の と考 え られ る。

め こ,,ヒ キヒロ しトビ 　 　 　 　 　 じ がズ　 　

、ゼ 恥 溺.議ノ 馨麟

1鍵 藻
4ま とめ と今後 の課題

(1》 研究の成果

視点① 行事 のね らいを明確 にす る

*式 典が終わりました。どんな感想をもちましたか。業直な気持ちで簡単に

書いてみてください。

胆 一臨一のき蹴式喪が汕盆庶 鋸 立のだヒ1視}誌亙亙畜:し

起豆躍拡鉱 窟㎡歌斌 込 面欧 」士Ol藁劃当腋 な

盆龍 訥 劃丞,,灘 が建 ヱー労 鑓 鰭 思掘 突.

なビ毛めかり吉した.

麺♪}⑩～皇蝋 き}酬虻 講 」酌だ:喰三腕 ら並ず～賦 些

釈、蕊、r一らいいi'

行事精選が進 め られ る中,行 事 のね らいを明確にす ることによってその行事 の必要性

が再認識 され,ね らい達成のたあの手 だてを講 じる上 で,教 師間の共通理解 が図 られた。

また,児 童 もそれを受 けて 自分(班 や学級)の ああてをは っきりともち,そ れを意識 し

て頑張 ることがで きた。

視点② 事前 ・事後指導 を工夫 し充実 させ る。

行事学習 カー ドや行事振 り返 りカー ドの活用を中心に して,事 前 ・事後指導 を充実 さ

せ た ことによ って,児 童 は意欲的 に行 動に取 り組み楽 しく活動で きた。また,事 前 ・事

後 に行 ったア ンケー トか ら,行 事実施 の前 と後で は,そ の行事がr好 き』 と答え る児童

の数がかな り増え ることが明 らか にな った。

視点③ 日常の学習活動 との関連を図 る

その行事のね らい と一致す る教科 ・領域等の時間を有効に活用す ることによ って,教

科 時数を確保 しなが ら行事 に取 り組む ことがで きた。

(2)今 後の課題

・学校週5日 制 に伴 う学校行事の精選 において,行 事の もって いるね らいをよ り明確 に し,

その教育的価値を見直す必要があ る。

・事 前,事 後指導の充実に向けてr行 事学 習カー ド』r振 り返 りカー ド』を工夫,改 善 し

実践 に生かす。

・事前,事 後指導の時間 と場の確保のたあに,行 事 と教科等 との 関連を図 った年間指導計

画 の作成が必要であ る。

・全校 ない し学年 とい う大 きな集団での活動で あることか ら,学 校の協力体制を確立 する。
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